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（論文題目）

Hyponatremia and mortality among very elderly residents in a geriatric health 

service facility 

（老人保健施設の超高齢入所者における低ナトリウム血症と死亡リスクの関連）

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究の背景と目的、研究内容、研究結果の意義、学術水準等に関しで慎重

に検討し、以下の審査結果を得た。

・l. 研究の背景と目的

背景：低ナトリウム血症は、心疾患、感染症や入院などの様々な臨床症状でしばしば認められ、軽

度な低ナトリウム血症が心疾患の既往のない入院高齢者の心疾患や死亡率の増加と関連が認めら

れているが、老人保健施設の高齢入所者の低ナトリウム血症の有病率とその臨床的意義は明らかで

はない。目的：老人保健施設の超高齢入所者における低ナトリウム血症と死亡率について調べ

ることを目的とした。・

2. 研究内容

方法：単一の老人保健施設入所者 118人の血清ナトリウムレベルと死亡率との関連を後ろ向きに

鍛察研究した。低ナトリウム血症を Na<135mEq/Lと定義。単回測定の血液検査施行後、 12か

月の観察期間の生存群と死亡群における低ナトリウム血症の差を検討し、低ナトリウム血症合併群

と低ナトリウム血症非合併群の臨床的特徴を比較分析した。カプラン・マイヤー法を用い、低ナト

リウム血症合併群と非合併群の生存率およびCOX比例ハザード分析を用いて死亡に関連する多

変量解析を行った。結果：生存群と比較し死亡群は血清ナトリウム値・総蛋白質が低かった。低ナ

トリウム血症合併群は低ナトリウム血症非合併群と比較して血清クロライド、ヘモグロビン、アル

ブミン、総コレステロール、中性脂肪が低く、アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼは軽度高

値であった。心不全の既往歴、脳血管障害や高血圧、糖尿病、脂質異常症などの基礎疾患や、利尿

剤など薬剤使用に差はなかった。多変量解において、低ナトリウム血症は死亡に関連する交絡因子

で調整しても独立して関連していた。ハザード比 2.73,(95%CI: 1.01・5.16) P=0.047。

結論：低ナトリウム血症は高齢者施設入所者の死亡率と関連していた。軽度低ナトリウム血症であ

っても高齢者施設の超高齢者にとって近い将来の重要な予後因子である可能性があると考えられ

た。



3. 研究結果の意義と学術的水準

本研究は、老人保健施設の超高齢入所者における低ナトリウム血症と死亡リスクの関連につ

いて示した初の学術論文である。本研究の結果により、高齢者の低ナトリウム血症の原因は

様々であるが、低ナトリウム血症の症例ごとに原因を明らかにすることが低ナトリウム血症
の是正、予後改善のために重要であると考えられた。

本研究結果は、腎臓病の学術雑誌として国際的に評価されている Clinicaland 
Experimental Nephrology誌にて 2018年にすでに発表されており、国際的にも認められる学
術的水準にあるものと考えられる。

以上より、本論文は医学博士の学位授与に値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は 800字～1200字以内にまとめること。
3 ＊印は記入しないこと。



之C).20 年に月 16日

（別紙様式第 11号）

学力確 認結 果の 要旨

報告番号 I＊論文博第 号 氏名 /フ嘉王バ

論文審査委員

審査日

主査教授

副査教授

副査教授

辺ゃ 年（と月／午日
:-

----~() 

9 9 99`  
I 

（学力確認結果の要旨）

学力の確詔は、提出された論文内容を中心に、以下の点について口頭で行った。

1. 提出論文の内容、意義について十分に把握していること。

2.研究の目的と方法について熟知し、習得していること。

3. 研究結果について正しく解析し、理解していること。

4. 関連する国内外の研究を良く把握していること。

5. 研究結果の展望に関して確かな見解を有していること。

以上の点に関して、各種の質疑に対しての回答はおおむね十分満足のいくものであり、

博士学位にふさわしい学力を備えていることが確認された。

よって、大学院博士課程を修了したものと同等以上の学力を有するものとして判定した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 ＊印は記入しないこと。


